
看護・医療人材担当

調査概要

県内病院における看護職員需給状況について、より実態に即した不足数の把握を図る。
平成２７年看護職員の需給状況等に関する調査
県内全病院３４３病院
平成２８年２月４日～平成２８年２月１９日

病床数別内訳

調査結果概要

161施設

合計

74施設 235施設

68.5%

調査目的

調査対象
期間

調査内容

200床以上 200床未満

調査病院数

343施設

回答病院数

235施設

回答率

68.5%

31.5%

平成２７年　看護職員の需給状況等に関する調査【結果】

200床以上

104施設

200床未満

239施設

調査対象病院内訳

200床以上

74施設

200床未満

161施設

回答病院内訳

１ 平成２７年（平成27年1月～27年12月）の看護職員の募集及び採用状況

○看護職員の募集、採用状況について、採用が募集を上回った施設は54.9％で前年

比7.2ポイント増加

○採用が募集を下回った施設は44.7％で前年比5.5ポイント減少

２ 職員の募集方法について

○職員の募集方法は、自施設のホームページや、ハローワーク、民間の転職サイトが

多く活用されている。

３ 看護職員の配置状況に対する、不足や不足感について

○不足や不足感がある施設は62.1％で前年比0.2ポイント増加

４ 看護職員の不足、不足感の現状について

○看護職員不足により病棟、病床を閉鎖している施設は15施設（6.5％）あり、8病棟、

441床が閉鎖されている

○過密業務を改善するために必要な看護職員数は632.0人（1施設平均2.7人前年比

+0.1人）

○不足や不足感が生じている理由としては、昨年と同様に「夜勤可能な看護職員の確

保が困難」、「産休・育休・病休による不足感がる」が上位を占めている
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１　平成２７年（平成27年1月～27年12月）の看護職員の募集及び採用状況

129施設

42施設

87施設

105施設

32施設

73施設

1施設

0施設

1施設

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全施設

２００床以上

２００床未満

募集、採用状況（施設別） 「保・助・看・准」合計

採用が募集を上回った 採用が募集を下回った 募集採用なし

1486.7人

2478.3人

3965.0人

1318.8人

2419.3人

3738.1人

２００床未満 ２００床以上 全施設

募集、採用状況（人数別） 「保・助・看・准」合計

募集人数 採用人数

5.0人

35.0人

40.0人

3.7人

25.0人
28.7人

２００床未満 ２００床以上 全施設

募集、採用状況（人数別） 「保健師」

募集人数 採用人数

25.0人

88.0人

113.0人

22.4人

67.3人

89.7人

２００床未満 ２００床以上 全施設

募集、採用状況（人数別） 「助産師」

募集人数 採用人数

1139.2人

2101.5人

3240.7人

1003.6人

2098.8人

3102.4人

２００床未満 ２００床以上 全施設

募集、採用状況（人数別） 「看護師」

募集人数 採用人数

317.5人

253.8人

571.3人

289.1人
228.2人

517.3人

２００床未満 ２００床以上 全施設

募集、採用状況（人数別） 「准看護師」

募集人数 採用人数

○平成２７年の看護職員の募集、採用状況について、採用が募集を上回った施設は

54.9％で前年比7.2ポイント増加

○採用が募集を下回った施設は44.7％で前年比5.5ポイント減少
○病床規模が大きいほど、求人の充足率が高い傾向にある。

2



看護・医療人材担当

全施設

充足率＝「実際に採用した人数／募集者人数」×１００

２００床以上

２００床未満

135.6

45.3%

充足率 前年

88.7% 81.9%

１施設平均

施設平均

59.0人

167.9人1.5 8.2 1.0

1施設 0.6%

1003.6

6.7

289.1 28.4221.5 67.6

1.0人

234.3 1318.8 167.9 採用不足数

252.0 65.5 317.5

8.0 1.2 9.2

164.6 募集、採用なし 前年

2.5%

計 1289.0 197.7 1486.7 1084.5

准看護師

1.4 22.4 2.6 73施設 52.8%

看護師 1007.0 132.2 1139.2 839.0

0.7 3.7 1.3 採用が下回った 前年

助産師 25.0 0.0 25.0 21.0

非常勤(d)
（常勤換算） 計 87施設 54.0% 44.7%

保健師 5.0 0.0 5.0 3.0

区分
平成２７年の募集者数 平成２７年の採用者数 採用

過不足数
(a+b)-(c+d)

採用が上回った 前年

常勤(a)
非常勤(b)
（常勤換算） 計 常勤(c)

32.7 0.8 0.8人

充足率 前年

97.6% 103.6%

2419.3 59.0 採用不足数 １施設平均

施設平均 31.4 2.1 33.5 29.3 3.4

25.6 0施設 0.0% 1.3%

計 2326.0 152.3 2478.3 2171.0 248.3

2.7 募集、採用なし 前年

准看護師 222.0 31.8 253.8 171.0 57.2 228.2

32施設 43.2% 44.9%

看護師 1981.0 120.5 2101.5 1910.0 188.8 2098.8

採用が下回った 前年

助産師 88.0 0.0 88.0 65.0 2.3 67.3 20.7

56.8% 53.8%

保健師 35.0 0.0 35.0 25.0 0.0 25.0 10.0

採用
過不足数
(a+b)-(c+d)

採用が上回った 前年

常勤(a) 非常勤(b)
（常勤換算） 計 常勤(c) 非常勤(d)

（常勤換算） 計 42施設
区分

平成２７年の募集者数 平成２７年の採用者数

保健師

助産師

平成２７年の募集者数 平成２７年の採用者数

常勤(a)
非常勤(b)
（常勤換算） 常勤(c)

非常勤(d)
（常勤換算） 計

前年

129施設 54.9% 47.7%
区分

採用が上回った

看護師 3240.7 2749.0 353.4 3102.4

採用
過不足数
(a+b)-(c+d)

28.0 0.7

113.0 0.0

28.7

3.7 89.7

2988.0

計

252.7

40.0 0.0 40.0

113.0 86.0

15.9

517.3

3615.0 350.0 3965.0

1.5 16.9 13.9 2.1施設平均

准看護師

計 226.9

474.0 97.3 571.3 392.5 124.8

15.4

3255.5 482.6 3738.1

54.0

1.0 226.9人

前年

105施設 44.7% 50.2%

前年

採用が下回った11.3

23.3

138.3 募集、採用なし

採用不足数

充足率

1施設

94.3% 94.9%

1.0人

前年

0.4% 2.1%

１施設平均
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２　職員の募集方法について

○職員の募集方法は、自施設のホームページや、ハローワーク、民間の転職サイトが

多く活用されている。

○200床未満の施設では「ハローワーク」と「ホームページ」が、200床以上の施設では

「ホームページ」が多く活用されている。

○その他の募集方法としては、合同就職説明会への参加や、職員からの紹介という回

答があった。

ハローワーク
ナースセン

ター

民間の職業

紹介所

（転職サイト

等）

自施設の

ホームペー

ジ

求人広告・求

人情報誌

募集していな

い
その他

全施設 197施設 82施設 150施設 211施設 145施設 2施設 38施設

200床以上 58施設 37施設 45施設 71施設 50施設 1施設 19施設

200床未満 139施設 45施設 105施設 140施設 95施設 1施設 19施設

0施設

20施設

40施設

60施設

80施設

100施設

120施設

140施設

160施設

180施設

200施設

職員の募集方法

0施設

2施設

4施設

6施設

8施設

10施設

12施設

14施設

16施設

18施設

就
職
説
明
会
へ
の
参
加

職
員
か
ら
の
紹
介

看
護
学
校
へ
訪
問
、
求
人

市
の
広
報
誌

ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

そ
の
他

その他 内訳
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３　看護職員の配置状況に対する、不足や不足感について

200床未満

全施設 146施設 62.1% 61.9% 全施設

29施設

前年

40.4%

33.3%

38.1%

39.2%

89施設 37.9%

200床未満 60施設 37.3%

200床以上 45施設 60.8% 66.7% 200床以上

回答施設
区分に応じた
回答施設に対
する割合

前年 回答施設
回答に応じた
回答施設に対
する割合

ある

101施設 62.7% 59.6%

ない

不足感あり

146施設

不足感なし

89施設

全施設

不足感あり

101施設

不足感なし

60施設

２００床未満

不足感あり

45施設

不足感なし

29施設

２００床以上

○不足や不足感がある施設は62.1％で前年比0.2ポイント増加
○病床規模に関係なく、不足や不足感がある施設が多い。
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４　看護職員の不足、不足感の現状について

　４－１　看護職員不足が主な原因で、病棟・病床を閉鎖している。

　４－２　看護基準の見直すために、看護職員の増員を予定している。

　４－３　過密業務を改善したいが、看護職員の確保が難しい。

閉鎖・休止病棟の
状況

全施設

24施設 0.0人 3.0人 144.0人

助産師 看護師 准看護師
再開に必要な看護職員
の増員数（常勤換算）

1.9床

回答施設 全病棟
うち閉鎖病
棟数

許可病床数
うち閉鎖病
床数

当該施設平
均

1.0床

7施設 26病棟

1施設平均

15施設 33病棟 8病棟 2593床 441床 29.4床

200床以上

当該施設平
均

200床未満

3.7床

8施設 7病棟 2病棟 850床 169床 21.1床

24.4人

保健師 必要数合計

38.9床6病棟 1743床 272床

1施設平均

1.6人

266.0人 23.0人 3.9人

0.0人 0.0人 335.0人 31.0人 366.0人

9.6人

助産師 看護師 准看護師 必要数合計

41.3人

全施設

200以上

200床未満 0.0人 0.0人 69.0人

0.0人

0.0人

5施設 0.0人 0.0人

0.5人

0.0人 289.0人

8.0人 77.0人

0.7人

16.0人 163.0人

回答施設 保健師

200以上

200床未満

9.8人

19施設 3.0人 100.0人

44.0人 5.0人 49.0人

6.0人11.0人 114.0人 0.5人

前年
1施設平均

2.3床

3.8床

1.6床

前年
1施設平均

0.8人

1施設平均

0.7人

0.7人

1.3人

0.5人

前年
1施設平均

0.8人

1.3人

6.8人

当該施設平
均

看護基準の見直
し等に必要な看
護職員の増員数
（常勤換算）

全施設

保健師

6.0人
保健師

4.0人
保健師

2.0人

助産師

13.0人
助産師

10.0人
助産師

3.0人

看護師

323.0人

看護師

231.0人

准看護師

59.0人

准看護師

12.0人

准看護師

47.0人

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

350人

400人

450人

500人

全施設 200以上 200床未満

増員したい看護職員数

○看護職員不足により病棟、病床を閉鎖している施設は15施設（6.5％）あり、8病棟、

441床が閉鎖されている

○過密業務を改善するために必要な看護職員数は632.0人（1施設平均2.7人 前年比

+0.1人）

○必要職種は看護師がトップで554.0人、次いで准看護師が59.0人となっている
○看護師は病床規模が大きいほど必要とされる傾向がある一方、准看護師は病床規
模が小さいほど必要とされる傾向がある。
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　４－４　その他、不足や不足感についての自由記述

増員したい看護
職員数（常勤換

算）
回答施設 保健師 助産師 看護師 准看護師 必要数合計

12.0人 349.0人

全施設 89施設 6.0人 13.0人 554.0人 59.0人

283.0人 4.5人

632.0人 7.1人 2.7人

47.0人

200以上 26施設 4.0人 10.0人 323.0人

200床未満 63施設 2.0人 3.0人 231.0人

前年
1施設平均

2.6人

4.4人

1.8人1.8人

13.4人 4.7人

当該施設平
均

1施設平均

0施設 2施設 4施設 6施設 8施設 10施設 12施設 14施設 16施設 18施設 20施設

その他

看護助手が不足している

入院患者の重症化等により不足感がある

有給取得が困難

職員が高齢化しているため、不足感がある

職員間のスキルの差により不足感がある

募集をしているが、応募がない

病床数増床や、事業拡大に向けて採用を増やしたい

業務量が多く、ゆとりある看護業務ができない

短時間勤務希望者多い

入退職により、安定した人員が額保できない

産休・育休・病休による不足感がある

夜勤可能な看護職員の確保が困難

○不足感の理由としては、昨年と同様に「夜勤可能な看護職員の確保が困難」、「産
休・育休・病休による不足感がる」が上位を占めている
○看護職員が高齢化しているため不足感があるという意見もみられた

全施設 0.03人

全施設 0.06人

全施設 2.36人

全施設 0.25人

200以上 0.05人

200以上 0.14人

200以上 4.36人

200以上 0.16人

200床未満 0.01人

200床未満 0.02人

200床未満 1.43人

200床未満 0.29人

0.00人 0.50人 1.00人 1.50人 2.00人 2.50人 3.00人 3.50人 4.00人 4.50人 5.00人

保健師

助産師

看護師

准看護師

職種別増員したい看護職員数（1施設平均）
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５　「不足や不足感」を解消するための方法

0施設 2施設 4施設 6施設 8施設 10施設 12施設 14施設

その他

定年の見直し

看護職員が復帰しやすい職場づくり

就職説明会への参加

紹介会社を利用する

看護の魅力をＰＲする

看護学校からの受入を増やす（実習）

自治体が職員派遣のサポートをする

ナースセンターを活用する

夜勤可能な職員を確保する

院内保育の充実

学生から育成し、職員を確保する

奨学金制度を充実させる

web等多様な採用方法の活用

募集を積極的に行う

看護助手等を活用する

短時間労働等多様な勤務形態の採用

教育制度を充実させ、定着率を上げる

諸手当、福利厚生を充実させる

業務改善、職種による役割分担の見直し

○不足感を解消するための方法としては、昨年と同様に「業務改善、職種による役割
分担の見直し」が上位を占めている

○昨年は「採用活動の充実を図る」という意見が多くみられたが、今年は「教育制度を

充実させ、定着率を上げる」という意見が多くみられた。
○紹介業者は仲介手数料が高いため、自治体が職員派遣に係るサポートをさらに実
施してほしいという意見もみられた。
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